
学術大型研究計画について 

日本学術会議科学者委員会学術の大型研究計画検討分科会（以下、「分科会」という）により、

「マスタープラン 2017」が策定され、平成 29 年２月８日に提言として公表された。本件に関

し、地震・火山噴火予知研究協議会が関わる 3件の計画が提案されているので、提言の一部抜

粋として関係する部分の情報を共有する。 

１ マスタープランとは 

・ 学術の大型施設計画・大規模研究計画（以下、「大型研究計画」という）に関するマスター

プランは、科学者コミュニティの代表としての日本学術会議が、学術全般を展望し、かつ

体系化しつつ、各学術分野が必要とする大型研究計画を網羅するとともに、我が国の大型

研究計画のあり方について、一定の指針を与えることを目的として策定。

・ マスタープランは、2010 年に初めて策定され、2011 年に小改定（第 21 期）。

・ 策定方針の見直しが行われ、「マスタープラン 2014」を策定（第 22期）。

・ 第 23 期日本学術会議科学者委員会学術の大型研究計画検討分科会により、マスタープラン

2014 が改定され、「第 23期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン

2017）」を策定。

２ 策定の方針と経緯 

・ 学術大型研究計画は、長期（５～10年あるいはそれ以上）の実施期間と総額数十億円を超

える予算規模を有し、「日本の展望－学術からの提言 2010」等を踏まえた学術のビジョン

や体系に立脚した、各学術分野が必要とする大型施設計画若しくは大規模研究計画であ

る。

・ マスタープラン策定方針が平成 28年 2月に公表され、公募により学術大型研究計画の提案

募集が行われた。公募対象は、区分Ⅰ（新規応募計画及びマスタープラン 2014区分Ⅰ掲載

の計画）と、区分Ⅱ（マスタープラン 2014に掲載され、かつ現在実施中・進行中の計画）

の二グループに分けられた。

・ 区分Ⅰに166件、区分Ⅱに 16件の応募があった。分科会の評価により、区分Ⅰでは 163件、

区分Ⅱでは全 16件が、学術大型研究計画として選定された。

・ 分科会は、計画の成熟度、国家としての戦略性、緊急性、予算化のための計画の準備状況

を加えた諸観点から、特に速やかに推進すべき計画として、区分Ⅰから 28件の計画を重点

大型研究計画として選定した。 

３ 地震・火山噴火予知研究協議会に関する大型研究計画 

・ 重点大型研究計画に選定

「災害リスク低減に向けた統合的な研究の推進」

・ 学術大型研究計画に選定

「海陸・掘削統合観測による革新的地震・噴火予測科学－沈み込み帯の時空間情報科学の

挑戦－」 

「極低雑音・大口径ミューオン検出器アレイによる、火山ダイナミクス統合研究計画」 

予知協・資料 29－1－14  
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